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𦥯 、

得るためにグラフを書く！（だいたいでOK）
→ tに応じたメとはの均學まずは
考える。

誹・
!

感。

また考える.
O t t S O

go.net.in。碩
知には |.........。
概形は以下喇一 -Re t s i l t y

d積がよい.
合成する .

T o 求める！
瓷=ets i n t +で cos t i i i .= E e t sin(t t E） より .

OE t ETにおけるX.yの増減は



特に t=fのときのXがきちゃないので、 y，、
文字でおいて進めていく.
→ あとでどうせ tの積分にするし、

積分する関数は同じで、実は定積分を
まとめいい処理の工夫"

iii！！！鬭、幹が；！
_.it=0のときのXをXo,t

EのときのXを
メ、とおく。さらに、 ※. . . . . g i a . .。|o OE t ETに対応するyをy、 鼠・ fE t E T " Yt

→ 置換して tの式にして計算！
とおく。 ←なぜ分ける？？ dx-_-Eet sin(t E ) d t かつ、
X。EX<X，のとき、あるXに対応する

ytに関しては 訓

"

奆ー ー

yが2つあるため！



分けて求めた方がミスしにくい、y . に関しては | |。礫 なので、 ここで、Dについて

I t s i n t . f r e t sin(t EDa t がたでだ
=I（どー） と求められる。に［！

型sin t . f r で s i n ( t EDd t② については、← 部分積分 × 2 で
同形出現でもいいが-_-

→ 区間をまとめられる！！ 一気に不定積分求める方法もこの2つのペアを作る

おさえておこう.

t.ie..。甁攝
柳別.城が
𦥯

口で 1つに爾 - _ -

+ 2 E w f=r［で.I

❤

EwsHT））dt

$%

が排2でc osHE）
= I f i tdt_！瓺cosHE)dt ,

s i 頲
- D - 2 0 足し引きすれば不定積分わかる！



より、足に4で割れば く別解>
X=でcostt で

ethos f t - F |y..et s i n t --メンドいので平行移動する
=f(ets i nHT）+でwsにも城 CをX軸方向に一で平行移動させた
を得るので、 「積分できた！

|x=でcost
i s

inに排
でいか
釉曲線
の式は

y = et.int/0EtED
であり、この曲線をC'とすると.C'とX軸で=がド（-EE）-1-Et

%

）

囲まれた図形の面積を求めればよい。
= 0 と求められる。 →面積は同じ！C'を極座標って表示が

"

やsinと相性
の..！よって. S = t o となる。
r =ピ （DEOET） となるので、

↳× 一 = r cos0，y=rsindで納得！



面積Sは このとき、 r=f10）が表す曲線と
O=t.peで囲まれる図形の面積はS=ドが2do ←あとで補足

S = パン呆気がで求め
られる。= Ifを20do

O n e さ っ き の D この従父小図形について

二本型、 と求められる.
flo）÷f（0told）

！籤
「！：
：籞籞

く極方程式の面積公式> できて、面興
に f10） と表されるとき、
0に応じて rは1つずつ定まる.

=Iは doeffs とかない！
d

これを足し上げていけばOK!


